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自社株買い増加計画発表⇒海外投資家好感⇒株高?

Vol.28 2024.3.26号

日本株 自社株買い増加
＆攻めのM&A増勢⇒株高

• 本日（3月26日）の日本経済新聞一面に「好業績で（株主還元）拡大」「資本効率を改善」とあった

• 東証のPBR1倍割れ是正の近道は株主還元（自社株買い・配当）なのは言うまでもない

• 4月末～5月の決算・中計発表の中で自社株買い増加が発表される公算は高く、海外勢の対日株式投資再活性
化が視野に入る（図①）

• 海外投資家による対日株式投資動向の季節性「3月低調、4～5月増勢」を踏まえても、この見立ての実現性は
低くないのでは?

【図表1】日本企業 自社株買い発表金額

（図表1）Bloombergのデータを基にニッセイアセットマネジメント作成
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「攻めのM&A」は株価にポジティブ

• 経済産業省の企業買収における行動指針や東証が株主重視の経営を促したことを受けてか「攻めのM&A」が増え
出した

• 例えば、ニデックのTAKISAWAへの買収提案や第一生命ホールディングスのベネフィット・ワンへのTOBなどだ
• 自社の競争力向上のための「攻めのM&A」は産業再編・資本市場活性化への「のろし」であり海外投資家が好むと
ころ（図表2）

• 「攻めのM&A」はGAFAMで顕著（図表3）
• 例えばGoogleは異業種を巻き込むM&Aを創業来約30年間で計234件、月平均約1件のペースで続けてきた（
図表3）

• Googleのような「攻めのM&A」は新事業のイノベーションを起こしながら、米経済発展の起爆剤になってきたのだろう
• 日本企業の「競争力向上が本物で経済発展の起爆剤」になるのか?を検証するファクトとして「攻めのM&A」動向
に要注目だ

（図表2、3）Bloombergのデータを基にニッセイアセットマネジメント作成

【図表2】 M&A件数増・日経平均上昇 産業再編・資本市場活
性化のサイン?

【図表3】 GAFAMの企業買収件数（創業年～2019年）

※ 2024年は1月～3/26までの値を表示



【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、
特定の有価証券等の勧誘を目的とするものではありません。また、金融商品取引法に基づく開示資料で
はありません。実際の投資等に係る最終的な決定はご自身で判断してください。

• 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証す
るも のではありません。

• 当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

• 当資料のいかなる内容も将来の市場環境等を保証するものではありません。

• 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その
発行 者および許諾者に帰属します。

• 当資料に投資信託のグラフ・数値等が記載される場合、それらはあくまでも過去の実績またはシミュレーショ
ンであり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮してお
り ませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。

• 投資信託の手数料や報酬等の種類ごとの金額及びその合計額については、具体的な商品を勧誘するも
のではないので、表示することができません。
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